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1． 研究背景および目的 

近年，都市内高架橋の鋼床版の疲労損傷が数多く報

告されており，鋼床版デッキプレートと U リブの溶接

部に着目した，鋼床版下面からの対策工として，図-1

に示すようなUリブ間に逆U字型のあて板をワンサイ

ドボルトと接着剤を用いて接合し，U リブ内に軽量モ

ルタルを充填する工法（以下，下面対策工とする）が

提案されている 1)． 

 この工法は，FEM 解析および静的載荷実験，輪荷重

試験および疲労試験によりその有効性が示されてきた

1),2)．しかし，あて板と U リブを接合するワンサイドボ

ルトのボルト間隔は仕様規定 3)を参考に，最大ボルト

間隔が採用されているにとどまり，未検討となってい

る．ボルト間隔をさらに大きくし，ボルト本数を減ら

すことができれば施工の省力化，コスト削減が可能と

考えられる． 

 そこで本研究では，下面対策工におけるあて板のボ

ルト接合部に着目し，実橋を対象とした静的載荷実験

を行い，輪荷重もしくはそれ以上の荷重に対し，すべ

りの発生の有無，及びその挙動を確認することを目的

とする． 
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図-1 下面対策工の概要 

2． 供試体 

 供試体の形状を図-2 に示す．供試体は実鋼床版の部

分モデルで，Uリブ 3本と端横リブ 2本を有している．

デッキプレートの板厚は 12mm，U リブの板厚は 6mm，

横リブ間隔を 2,000mm とした．安全側の評価を行うと

いう観点から，本研究においては，デッキプレートと

あて板の接触面に接着剤を塗布しない，すなわち，あ

て板と鋼床版下面との付着がない場合を対象とした．

実験パラメータとして，ボルト間隔（150mm，300mm），

あて板の板厚（9mm，16mm）を設定した．実験ケー

スを表-1 に示す． 

 あて板の接合面処理では，工場製作を想定し，ブラ

ストにより素地調整を行った後，無機ジンクリッチペ

イント 75µm を塗布した．あて板との接触面である U

リブウェブとデッキプレート下面は現場での補修・補

強作業を想定し，黒皮を除去した後，2 種ケレン程度

の素地調整を行った． 

 あて板の接合には，高力六角ボルト（M24）を使用

し，ボルト頭部に貼付けたひずみゲージにより締付け

軸力を管理した．締付け軸力はワンサイドボルト

MUTF24 の設計軸力 177kN の 1 割増しを目標とした． 
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(a)平面図および側面図 

  
(ⅰ)板厚 9mm      (ⅱ)板厚 16mm 

(b)あて板断面図 

図-2 供試体の形状（単位：mm） 

表-1 実験ケース 
ケース名 あて板の板厚(mm) ボルト間隔(mm)
t9-p150 150
t9-p300 300

t16-p150 150
t16-p300 300
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16
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3． 静的載荷実験 

3.1 実験方法 

 載荷方法の概要を図-3 に示す．荷重の載荷位置は，

橋軸方向，橋軸直角方向ともにあて板の中央とし，載

荷形状は大型車のシングルタイヤを模擬した L：

200mm×W：250mm とした．載荷はデッキプレート上

面と載荷冶具の間に板厚 40mm のクロロプレンゴム板

と 12mm の鋼板を挟んで行った．荷重は，軸重 100kN

の半分の 50kN を基本とし，その 4 倍である 200kN ま

で単調漸増載荷を行った． 

 計測は，載荷位置直下のあて板下面の橋軸直角方向

ひずみとボルト位置におけるあて板とUリブウェブと

の相対変位，あて板下面，載荷位置両側の U リブ下面

の鉛直変位に対して行った．計測位置を図-3 に併せて

示す． 

3.2 実験結果と考察 

 荷重とあて板下面のひずみの関係，荷重とあて板と

U リブウェブの相対変位の関係を図-4，図-5 にそれぞ

れ示す．図-4 より，どのケースにおいても 100kN 付近

まではあて板のひずみは大きくなく，100kN 以降にあ

て板の板厚に関わらずひずみが増加する傾向にあり，

板厚 16mm の方がその増加は小さい．これは，あて板

取り付け段階において，あて板の製作精度や取り付け

精度により，デッキとあて板との間に肌隙が生じ，結

果として 100kNまでは両者が完全には接触しておらず，

あて板へ荷重伝達が十分なされていなかったためと考

えられる．  

 図-5 より，すべり発生の定義を，U リブウェブとあ

て板との相対変位が 0.2mm に達したときとする 4)と，

すべてのケースですべりは発生していない．しかし，

あて板の板厚 9mm の両ケースにおいて，あて板下面

のひずみと同様に 100kN 以降，相対変位が増加する．

特に，ボルト間隔 300mm のケースの片側のボルト位

置 b-2 での相対変位の増加が顕著であることがわかる．

あて板中央に載荷しているにもかかわらず，片側の相

対変位のみ増加していることから，あて板や鋼床版の

施工精度により，荷重の伝達に偏りが生じているため

と推測できる． 

4．結論 

 鋼床版の疲労き裂損傷に対する下面対策工を施した

実験供試体に対して，静的載荷試験を行った．その際，

あて板のボルト接合部のボルト間隔に着目し，そのす

べり挙動を確認した．以下に得られた結論をまとめる． 
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：ひずみゲージ ：変位計 

図-3 載荷方法と計測位置 

0

50

100

150

200

250

0 500 1000 1500 2000

橋軸直角方向ひずみ(×10
-6
)

荷
重

(k
N

)

t9-p150

t9-p300

t16-p150

t16-p300

 
図-4 荷重-あて板下面のひずみの関係 

0

50

100

150

200

250

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

相対変位(mm)

荷
重

(k
N

)

t9-p150_b-1 t9-p150_b-2

t9-p300_b-1 t9-p300_b-2

t16-p150_b-1 t16-p150_b-2

t16-p300_b-1 t16-p300_b-2

b-1 b-2

0

50

100

150

200

250

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

相対変位(mm)

荷
重

(k
N

)

t9-p150_b-1 t9-p150_b-2

t9-p300_b-1 t9-p300_b-2

t16-p150_b-1 t16-p150_b-2

t16-p300_b-1 t16-p300_b-2

b-1 b-2

 
図-5 荷重-あて板と U リブウェブの相対変位の関係 

 

1) シングルタイヤの輪荷重 50kN の 4 倍である

200kN の荷重に対しても，ボルト接合部にすべり

は生じなかった． 

2) デッキプレートとあて板の間に接着剤を塗布しな

い場合，製作精度，取り付け精度によりデッキプ

レート下面とあて板上面に肌隙が生じる可能性が

高く，その影響によりあて板への荷重伝達が均等

に行われない可能性がある． 

3) あて板への荷重伝達を確実なものとするため，後

施工によるデッキとあて板接触部への樹脂充填等

の密着性確保の方法を検討する必要がある． 
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